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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

本論文は秋田県の基幹作目である水稲を中心に，水田に直播と園芸作目を導入した高度利用

による生産者の規模拡大と新たな担い手の育成を実現することを目的に，水稲無代かき湛水直

播とチゼル付き施肥溝切り機を用いたネギ栽培を検討し，これらの技術の水田の田畑輪換利用

における生産性および作業性向上に関する意義を作業機械，土壌肥料，栽培技術など観点から

総合的かつ包括的に明らかにするものである． 
水稲湛水直播栽培における耕うん・整地作業を効率化については，スタブルカルチと縦軸駆

動ハローで播種床を造成し，湛水後落水したほ場での播種を乗用高精度湛水直播機で行う無代

かき湛水直播栽培を検討した．試験は 4 年間実施し，播種床造成での作業能率と燃料消費量，

水稲の生育と収量，玄米品質を調査した．播種床造成作業ではスタブルカルチによる耕起と縦

軸駆動ハローによる砕土・整地で 63.4～73.5％の砕土率が確保できた．造成された播種床は 3
～4 日間浅水の湛水管理を行い，土壌を軟らかくすることで乗用高精度湛水条播機を用いて過

酸化カルシウム粉粒剤粉衣種子を播種できた．無代かき区の播種床造成では，同一トラクタで

行った代かき区と比較して作業時間で平均 41％，燃料消費量が平均 26％減少した．無代かき

区の苗立ち率は平均 71.7％で代かき区よりやや高く，十分な苗立ち本数が得られた．無代か

き区は中干し時の土壌水分の低下が速く，無効分げつの発生が少ないことで有効茎歩合が高く

なり，代かき区と同等以上の穂数が確保された．無代かき区の精玄米収量は代かき区と同等で

あったが，玄米タンパク質含有率はやや低かった．以上のことから，無代かき湛水直播栽培は，

水稲の生育，収量を低下されることなく，春作業を省力化できる技術として効率的な大規模営

農への貢献が期待できることが明らかになった. 
田畑輪換でのほ場状態については，無代かき湛水直播栽培を実施した復元田での水稲の倒伏

軽減，跡地土壌の砕土性や土壌の変化を調査し，その効果を代かき栽培と比較・検討した．そ

の結果，復元田における無代かき湛水直播は苗立ち率の低下が認められず，幼形期までの生育

量を抑制した．また，無代かき湛水直播は稈長が短くなり，倒伏が軽減されて登熟が良好にな



り，玄米の外観品質が向上した．さらに跡地土壌は砕土性が向上し，作土が酸化的であること

を明らかにした．以上のことから，無代かき湛水直播は特に粘質で排水不良の水田における田

畑輪換に導入することで，技術的問題点の解決に寄与できることが明らかになった． 
収益性の高い露地野菜であるネギ栽培では高能率な農業機械導入による作業能率の向上や作

業工程の統合による省力化を目的に，施肥溝切り機を用いて作溝チゼルと施肥オープナを組み

合わせた側条施肥の試験区を設定し，植え溝底土壌の膨軟化と側条施肥位置がネギの生育と収

量に与える影響について検討した．植え溝切りは作業能率が 1.31～1.76h/10a，溝幅 50～
52cm，溝深さ 16～19cm，溝底幅 19～20cm，側条施肥を溝底中央から水平に 6cm，深さ 2～
3cm，作溝チゼルを深さ 11cm で施工した．植え溝底中央部の矩形板沈下量は作溝チゼル施工

区と無施工区との間に有意差を示した．定植作業は各試験区間に作業能率の差がなく，正常植

えの割合が作溝チゼル・両側施肥区で 86%と最も多くなった．植え付け姿勢は，作溝チゼル

と簡易移植器による側条施肥の攪乱が溝底浅層の土壌膨軟化を誘引して改善した．以上のこと

から，施肥溝切り機は作溝チゼルと施肥オープナにより溝切り，側条施肥，溝底面の膨軟化の

作業工程を統合して実施可能で，ネギの初期生育に影響を与える定植精度を向上できる技術で

あることが明らかになった． 
ネギ栽培では，溝切りおよび施肥作業を同時に行える作溝チゼル付き施肥溝切り機による植

え溝底土壌の膨軟化や側条施肥位置がネギの生育・収量に与える影響を 4 年間 2 作型で検証

した．生育初期の草丈，分岐長，一本重，窒素吸収量は，両側側条施肥区が他区より良好であ

った．片側側条施肥区は作溝チゼルや施肥オープナが植え溝底を膨軟化するため，生育量を減

少する傾向にあった．作溝チゼル付き両側側条施肥区は生育が良好に推移し，他区と比較して

商品収量が 3.2～15.3 %増加し，軟白長が 1.2～3.8 %，L サイズ以上が 3.9～12.7 ポイント高

くなるなど良品出荷量が増加した．ネギ栽培に作溝チゼル付き施肥溝切り機による作業技術を

用いるには，植え溝底の土壌を広範に膨軟化させ，かつ苗の両側に肥料を側条施肥して根を肥

料充填部位に早期に到達させる割合を高めることで，初期生育量が確保できる可能性を高める

ことが明らかになった． 
水稲無代かき湛水直播とチゼル付き施肥溝切り機を用いたネギ栽培は，秋田県の水田の田畑

輪換利用に必要な特徴を有しているため，基幹作目である水稲を基に水田に直播と園芸作目を

導入した高度利用による生産者の規模拡大と新たな担い手の育成の資となるといえる． 
 

 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 
本研究は、水田に直播と園芸作目を導入した高度利用による生産者の規模拡大と新たな担い

手の育成を実現することを目的に、水稲無代かき湛水直播とチゼル付き施肥溝切り機を用いた

ネギ栽培を検討し、これらの技術の水田の田畑輪換利用における生産性および作業性向上に関

する意義を作業機械、土壌肥料、栽培技術など観点から総合的に検討した。 
 
１．水稲湛水直播栽培では乗用高精度湛水直播機を用いた無代かき湛水直播栽培を検討した。

破砕耕と縦軸ハローによる砕土・整地造成した播種床には、市般の乗用湛水条播機で播種でき

た。無代かき区の苗立ち率は代かき区よりやや高く、十分な苗立ち本数が得られた。無代かき

区は有効茎歩合が高くなり、代かき区と同等以上の穂数が確保された。無代かき区の精玄米収



量は代かき区と同等であったが、玄米タンパク質含有率はやや低かった。以上から、無代かき

湛水直播栽培は、水稲の生育、収量を低下することなく、大規模営農への貢献が期待できる。 
２．田畑輪換でのほ場状態に関し、復元田での無代かき湛水直播は苗立ち率の低下が認められ

ず、幼形期までの生育量を抑制した。無代かき湛水直播は稈長が短くなり、倒伏が軽減されて

登熟が良好になり、玄米の外観品質が向上した。以上から、無代かき湛水直播は特に粘質で排

水不良の水田における田畑輪換に導入することで、技術的問題点の解決に寄与できる。 
３．ネギ栽培では、施肥溝切り機に付属した作溝チゼルと施肥オープナを組み合わせた新型作

業技術と側条施肥がネギの生育と収量に与える影響を検討した。植え溝切りは作業能率が 1.3
～1.8 h/10a、側条施肥を溝底中央から水平に 6 cm、深さ 2～3 cm、作溝チゼルを深さ 11 cm
で施工した。定植作業では、正常植えの割合が作溝チゼル・両側施肥区で 86%と最も多くな

った。以上から、施肥溝切り機は溝切り、側条施肥、溝底面の膨軟化の作業工程を統合して施

工可能で、ネギの初期生育に影響を与える定植精度を向上できる。 
４．栽培面では新型作業技術が生育・収量に与える影響を 4 年間 2 作型で検証した。生育初

期の草丈、分岐長、一本重、窒素吸収量は、両側側条施肥区が他区より良好であった。両側側

条施肥区は生育が良好に推移したため他区と比較して商品収量が増加し、軟白長や L サイズ

以上の割合が高くなるなど良品出荷量も増加した。ネギ栽培に作溝チゼル付き施肥溝切り機に

よる作業技術を用いるには、植え溝底の土壌を広範に膨軟化させ、かつ苗の両側に肥料を側条

施肥して根を肥料充填部位に早期に到達させる割合を高めることで、初期生育量が確保できる。 
 

以上の研究は水田の高度利用時での水稲やネギの生産性および作業性向上に関する意義を作

業機械、土壌肥料、栽培技術など観点から総合的に検討したもので、今後の作業技術研究を推

進する上での基礎資料として極めて価値が高いといえる。 
よって、本審査委員会では、「岩手大学大学院連合農学研究科博士学位論文審査基準」に則

り審査した結果、本論文を博士（農学）の学位論文として十分価値のあるものと認めた。 
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